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調 査 対 象 回 答 企 業 産 業 芳
105（　 8．6） 49（　 7．2）
79（　 6．4） 35（ 5．2）
34（　 2．8） 16（ 2．4）
185（ 15．1） jO8（ 16．0）
109（　 8．9） 65（　 9．6）
43（　 3．5） 24（ 3，5）
33（　 2．7） 19（ 2．8）
34（　 2．8） 16（ 2．4）
59（　 4．8） 31（ 4．6）
57（　 4．6） 30（ 4．4）
37（　 3．の 22（ 3．2）
62（　 5，1） 33（ 4．9）


















～　 300億 円，未満 26．4
～ 1，000億 円 末 端 33．4






300人 未 満 9．7
300人 ～ 1，（）00人 未 満 31．9
1，000人 ～　 5，000人 未 満 43．4
5，000人 ～ 10，000人 未 満 9．2
















































































































































1因子 2因子 3因子 4因子 5因子
売上 げへ の貞 献 0．8861 0．0630 0．1574 0．1244 0．0632
利 益 へ の 貢献 0．8588 0．1098 0．2423 0．0839 0．1174
先行 的 な市 場 化 0．3853 0．2129 0．2088 0．1753 0．5112
製 品の コ ス トダ ウ ン 0．3319 0．0453 0．3710 0．2169 0．0617
機能 ・品 質 の完 成 度 の 向上 0．2448 0．1530 0．1538 0．6288 0．0298
製 品の 特 定 部分 で の改良 0．1049 0．1479 0．1209 0．7687 0．0656
製 品 の 特 定部 分 で の革 新 0．1226 0．2720 0．1080 0．5981 0．4147
全面 的 な プ レ 一ーク ・ス ル ー 0．1783 0．2819 0．2480 0．3053 0．5061
開発 コ ス トの低 減 0．1141 0．0952 0．7331 0．1526 0．1243
開発 期 間 の短 縮 化 0．2521 0．0900 0．7543 0．1295 0．1390
開発 投 資 効率 の 向上 0．3306 0．2110 0．7482 0．0521 0．0652
ユ ニ ー クな製 品 コ ンセ プ トの創 造 0．2349 0．4787 0．2519 0．0801 0．4511
将来 的 な技 術 ・ノ ウハ ウの 蓄積 0．1306 0．6193 0．1567 0．3059 0．2375
生 産 へ の 移行 の容 易 さ ・迅速 さ 0．2430 0．2244 0．4093 0．1691 0．0224
管 理 手 法 や研 究 開 発体 制 の構 築 0．2152 0．4869 0．3404 0．1084 0．0184
他 の製 品 市場 へ の波及 効 果 0．1089 0．5031 0．2013 0．1177 0．2052
研究 者 ・技 術者 へ の成 長 へ の 貢献 0．0829 0．6223 0．1243 0．3512 0．1194
表4．製品開発パフオーーマンスと知識ベースの関係
1因子 2因子 3因子 4因子 5園子
多大の研究資金 ・人材の投入 ○ ○ ○ ○
開発経験の歴史的蓄積 ○ ○ ○ ○


































































○ ○ ○ ○
注：○はレベル7の因子得点の平均値が0．1以上0．2未満、◎は0．2以Lを表記する。
表6．製品開発パフオーーマンスとプロジェクト評価項目の関係

















他の製品とのシナジーー効果 （⊃ ○ ○ ○
































1因子 2因子 3因子 4因子 5E弓子
個別の技術機能部門間 ○ ○ （〕 ○
○
技術機能部門と開発企画統合部門 ○ （⊃ （〕
現在の開発部門と次期の開発部門 ○ ○ ○




























開発の進捗状況を細か く管理する ○ ○ ○ ○
















































従 属 変 数 収 益 性 対 応 能 力 開 発 効 率 漸 進 的 躍 進 的
独 立 変 数 イバ シーョン イバ 一ーション
［知 識 べ 肩－ス ］
研 究 費 ・研 究 人 材
開 発 経 験 の 歴 史 的 蓄 積


















［知 識 フ レ 肩ム］
人 事 ロ ー テ 　ーシ ョ ン
開 発 組 織 の 構 造 化
デ 一ー夕 ・べ 一 ス ・シ ス テ ム
緊 急 プ ロ ジ ェ ク ト ・シ ス テ ム
































［知 識 コ ンパ 一 ジ ョ ン］
開 発 部 門 内 情 報 交 換
部 門 間 情 報 交 換
開 発 プ ロ セ ス の 柔 軟 性


























（＊＊） （＊＊） （＊） （＊＊）











































































































































































































































































































































































部　 門 技 術 棟 能 開 発 企 画 ・ 生 産 部 門 ・ 営 業 ・ 経 営 ト ッ プ
製 品 開 発 の 段 階 部 門 統 合 部 門 t場 マー ケティン用 門
1）製 品 コ ン セ プ ト の 開 発 の 段 階
3．2 4．8 45．7 5．2 10．1
37．3 29．9 51．1 37．5 35．4
59．5 65　3 3．2 57．3 54．6
2）基 本 的 な 製 品 計 画 （スペックや用 の決定等） 段 階
0．8 6．6 29．6 10．1 22．1
20．8 34，2 59．2 49．3 54．2
7臥 4 59．2 11．2 40．6 23．7
3）具 体 的 な 製 品 開 発 （設 計 等 ）の 段 階
0．5 10．0 17．2 24．2 28．0
13．6 48．3 62．5 57．7 55．4
86．0 41 7 20．3 18．1 16．6
4）試 作 ・テ ス トの 段 階
1．4 14．9 臥 9 26．1 28．1
12．5 50．6 45．6 57．5 59．5
86．1 34．5 45．5 16．4 12．4
5）生 産 プ ロ セ ス の 開 発 ・設 計 の 段 階
2．7 18．1 0．9 35．0 20．9
28．8 56．7 17．7 53．g 54．3
68．5 25．2 81．4 11．1 24．8
6）市 場 化 の 段 階
6　6 10．1 12．7 1．6 6．4
55．6 50．8 47．9 13．2 32．0





















































































































































?．???????????? ?????????﹇? ，???????????? ????????? ???????
????????﹇?? ??
間19．貴社の主要製品分野において最近、社内的に高い評価を得た製品開発を担当したリーーダルについてお尋ね
します。以下の記述は当該開発リーダーの日頃の行動様式にどの程度当てはまりますか。
（1）製品開発の基本方針や理念を明確に打ち出す。
（2）明確を製品コンセプトを自ら創造する。
（3）製品開発のプロセスでは自分自身のアイデアを
積極的に実行に移す。
（4）部下の調和を重視する。
（5）リスクをいとわず、挑戦的な選択をあえてする。
（6）部下のイニシアチブを尊重する。
（7）ユニークで奇抜なアイデアを尊重する。
（8）部下の競争意識をもりたてる。
（9）開発の進捗状況を細かく管理する。
（10）部下との議論にはとことんつき合う。
（11）部下が失敗した場合、その責任を引き受ける。
（12）「上司」よりも「仲間」として部下に接する。
（13）経営トップに顔がきく。
（14）製品開発部門の利害を代表する役割を果たす。
日5）他の機能部門（生産や営業）に対しても強い
影響力をもっている。
（18）積極的に他の賎能部門に出向いてやりとりし
ている。
（17）論理的な思考を尊重する。
（柑）自ら開発現場の仕事に積極的に関与する。
（19）日常的に開発の現場を歩きまわっている。
（20）自分の哲学を熱心に説いてまわる。
そのようなことは全くない　どちらとも言沌い　全くそのとおりである
1．1　　　　44．0　　　　　54．9
1．6　　　　　47．4　　　　　51．0
0．6　　　　　49．7　　　　　49．7
?????????????????????????????
??????????? ??????????????
﹇????????????? ????????????? ???????????
????????????????????﹇??? ???????
??????????????? ﹇???????????? ??????????
???????????? ????????ー? ??????
8．製品開発に対する評価
間20．貴方は貴社の主要製品分野での最近の製品開発の成果をどのように評価していらっしゃいますか。
帥て劣っている／　　　どちらとい1えない　　　如て軌ている／
（1）売り上げへの貢献
（2）利益への貢献
（3）先行的な市場化（市場化のタイミングの早さ）
（4）製品のコストダウン
（5）機能・品質の完成度の向上
（6）製品の特定部分での技術や機能・品質の改良
（7）製品の特定部分での顕著を技術や撮能の革新
（8）全面的な製品ないし技術のブレークスルー
（9）開発コストの低減
（10）開発期間の短縮化
（11）開発投資効率の向上
（12）ユニークで新しい製品コンセプトの創造
（13）将来的な技術・ノウハウの蓄積
（14）生産への移行の容易さ・迅速さ
（15）新しい管理手法や研究開発体制の構築・改善
（16）他の製品市場への波及効果
（17）研究者・技術者の成長への貢献
まったく遠慮されていか1
5．7
7．5
5．8
3．5
0．9
1．1
1．5
4．3
5．8
6．1
7．1
5．8
3．5
3．8
7．7
4．3
2．1
?????﹇????????????????????? ?????????????????????????? ??????????????
完全に遠慮されている
39．8
32．1
22．7
20．0
317
37．5
27．0
16．7
10．8
16．0
14．0
21．0
23．1
18．5
7．b
14．1
28．8
－28－
